
 

「教養教育の達成度についての調査」について 

 

東京大学教養学部は、前期課程（1.2 年生）の全ての授業を対象に毎学期末に「学生

による授業評価」を実施し、改善に役立てるなど、積極的に教育内容の点検・評価・改

善の活動に取り組んでいます。 
平成 20 年 3 月は、2 年前の 4 月に導入された新カリキュラムで学んだ学生が専門学

部（後期課程）に進学する時期にあたったことから、教養学部では、これらの学生（前

期課程の修了生）全員を対象に「教養教育の達成度についての調査」を実施しました。 
この調査は、3月21日～28日までの期間、教養学部の教務電算システム（UTask-Web）

の上で実施されました。冬学期の成績を確認するためにインターネットでアクセスした

2 年生に、この調査への協力を求め、ネット上で回答してもらったものです。この手法

は教養学部では初めての経験でしたが、回答数は 720 程で、およそ 22％の学生が回答

してくれました。 
今回の調査の目的は、平成 18 年度の改革で導入されたカリキュラムが果たしてねら

い通りの成果をあげているかを点検することです。質問票の作成にあたっては、ハーバ

ード大学のシニアサーベイ、DeSeCo のキーコンピタンシーの概念などを参考にしまし

たが、（1）教育達成をアウトカム視点から聞く設問になっていること、（2）カリキュラ

ムや授業内容だけでなく、教室や図書館をはじめとする施設、さらに窓口での教職員の

学生支援などを含めた、大学の教育活動全体について成果を聞いていることに特色があ

り、全国でも注目されています。 
今後はこの調査の結果を分析し、教職員で共有し、改善に活かすことが何より大切で

す。 
この冊子は、学生から得られた回答をまず皆が共有し、議論を始めるための資料とし

て作成しました。 
今回の調査は、いわゆる「教養課程の出口調査」と言ってよいもので、その意味は重

いものがあります。これを機会に、教養学部前期課程の授業改善・ファカルティディベ

ロップメントが一層進み、より高いアウトカムが達成できるよう目指していきたいと願

っています。 
平成 20 年 6月 19 日 

東京大学教養学部 
 副学部長 

長谷川 寿一 
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